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み 
ん 
な
の
力
で

大
成
功

　

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
、
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

で
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
女
子
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
十

六
都
道
府
県
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

四
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の
末
、
群

馬
県
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
地
元
岡
山
県
チ
ー
ム
は
初
戦

で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち

の
熱
い
プ
レ
ー
に
、
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
と
声
援
が
送
ら

―
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
女
子
―

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
秋
季
大
会

強豪愛知県を相手に大健闘した岡山県チーム
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れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
見
で
国
体
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
連
日

多
く
の
人
が
訪
れ
、
期
間
中
、
の

べ
一
万
七
千
五
百
人
の
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
開
始
式
に
先
立
ち
、
市

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
園
児
二

百
二
十
人
が
、
ピ
ン
ク
、
黄
、
青

の
ボ
ン
ボ
ン
を
手
に
か
わ
い
ら
し

い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
ピ
オ
ー
ネ

球
場
に
大
き
な
「
ニ
イ
ミ
」
の
文

字
を
表
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
続

き
、
市
内
婦
人
会
・
新
見
民
踊
ク

ラ
ブ
会
員
の
三
百
七
十
人
が
新
見

音
頭
な
ど
を
踊
り
、
開
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

本
番
に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

ソフトボール競技成年女子結果

優　勝　群馬県

第２位　東京都

第３位　徳島県、兵庫県

第５位　福岡県、大阪府

　　　　愛媛県、愛知県

橋本厚子主将（岡山県）による選手宣誓

保育所・幼稚園の園児によるダンス

婦人会・新見民踊クラブによる踊り

上野由岐子投手（群馬県）の
投球は世界最速を誇る

カミソリシュートが
決め球の坂井寛子
投手（石川県）
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ポ行事結果

　１０月２３日、哲西体育館でビリヤード競

技が開催され、Ａ・Ｂ・Ｃ級、女子、シ

ニア、シニア団体の６部門に、県内各地

から１８９人の選手が参加し熱戦を繰り広

げました。地元からはシニア団体部門に

２１人７チームが出場し、新見Ｆチームが

第７ブロックで優勝を果たしました。ま

た、前日の２２日には国体開催を記念した

市民ビリヤード大会が行われ、５０人が参

加して競技を楽しみました。

で
国
体
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

全
員
の
力
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
素

晴
ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

み
な
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
新
見
三
一
〇
�
三

　

教
育
委
員
会
国
体
推
進
課
内

　

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
新
見

市
実
行
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
２
４
１
）

　

こ
の
お
か
や
ま
国
体
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
協
力
な

し
で
は
、
成
功
を
収
め
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
た
各
大
会
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
楽
団
演
奏
、
応
援
、

競
技
進
行
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

会
場
美
化
、
広
報
、
交
通
整
理
、

警
備
、
接
待
な
ど
に
多
数
の
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

多
く
の
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

お
か
や
ま
国
体
へ
の
熱
い
思
い

お
か
や
ま
国
体
へ
の
熱
い
思
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

各地区民による個性的な応援合戦

高校生ボランティアによるグラウンド整備

式典を盛り上げた音楽隊演奏

野方汁でおもてなし
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おかやま国体秋季大会デモス
地元入賞者は次のとおり（敬称略）

★ビリヤード競技シニア団体部門

【第７ブロック】

優勝　新見Ｆチーム

　　　　田原　敏夫（哲西町畑木）

　　　　上田　　毅（哲西町畑木）

　　　　藤枝　敏男（哲西町畑木）

★市民ビリヤード大会

【ジュニアの部】

第１位　中山　昌人（矢神小６年）

第２位　川原　拓也（矢神小５年）

第３位　三谷　尚子（矢神小５年）

【女性の部】

第１位　酒木　春代（哲西町上神代）

第２位　横田美和子（哲西町八鳥）

第３位　中山ミヨコ（哲西町矢田）

【一般の部】

第１位　横尾　義昭（哲西町上神代）

第２位　三浦　政利（哲西町矢田）

第３位　矢田貝茂男（哲西町上神代）

グラウンド・ゴルフ競技
　１０月２３日、岡山県健康の森ふれあい広場で、グラウン

ド・ゴルフ競技が開催されました。新見市・高梁市・真

庭市・吉備中央町・新庄村から４７９名の選手が参加し、

Ａ・Ｂブロックに分かれ、２ラウンド１６ホール形式で、

入賞を目指して熱戦を繰り広げました。地元新見市から

も多くの選手が参加し入賞を果たしました。

地元入賞者は次のとおり（敬称略）

★グラウンド・ゴルフ

【Ａブロック】

第１位　小川　　清（哲多町矢戸）３７打

第２位　橋本　明武（新見）　　　３９打

第３位　藤井　　勇（正田）　　　４０打

第４位　中山　　重（下熊谷）　　４１打

第６位　笹田　岩夫（哲多町本郷）４３打

第８位　妹尾千世子（哲多町本郷）４３打

【Ｂブロック】

第１位　赤木　計雄（哲多町本郷）３２打

第２位　奥田　　豊（新見）　　　３７打

第３位　池田　和子（高尾）　　　３９打

第４位　下川　忠夫（新見）　　　３９打

第９位　堀家千代子（新見）　　　４１打

※同打数の場合、次の順により順位決定

　・最小打数ホールの多い者

　・年長者（但し、第３位までが同打数

の場合はプレーオフ）

ビリヤード競技

哲多
町と

　哲
西町
で熱
戦
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豊
田
恵
理
さ
ん（
大
佐
中
）

　

休
日
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
に
行
っ
た
り

し
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で

は
、
い
ろ
ん
な
人
が
話
し
か
け
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別
れ
の
時
は

会
え
な
く
な
る
か
ら
寂
し
い
じ
ゃ

な
く
て
、
ま
た
会
え
る
よ
う
な
気

分
で
し
た
。

原
田
啓
太
く
ん（
大
佐
中
）

　

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
は
、
と
て
も
緑

が
多
く
鮮
や
か
で
き
れ
い
で
し
た
。

休
み
の
日
に
、
四
月
に
日
本
に
来

た
時
に
仲
良
く
な
っ
た
友
達
に
会

う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し

た
八
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
英
語

で
の
会
話
も
楽
し
く
毎
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
本
真
梨
子
さ
ん（
大
佐
中
）

　

私
が
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
学

校
の
雰
囲
気
で
す
。
み
ん
な
大
ら

か
で
私
た
ち
に
も
普
通
に
喋
っ
て

く
れ
た
り
、
先
生
が
手
を
挙
げ
て

と
言
わ
れ
な
く
て
も
み
ん
な
手
を

挙
げ
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
ア
メ
リ
カ

の
地
に
来
た
い
の
で
、
英
語
が
話

せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

海
の
向
こ
う
の
友
だ
ち
と
再
会

　

九
月
十
六
日
�
か
ら
二
十
三
日
�
ま
で
、
市
民
海
外
研
修
団
（
団
長：

大

佐
中
学
校
豊
田
正
美
校
長
、
市
内
中
学
三
年
生
十
三
人
お
よ
び
随
行
を
含

む
十
五
人
）
が
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
ホ
ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー
や
シ
ス
タ
ー
と
一
緒
に
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

に
通
い
、
授
業
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
交
流
会

も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
英
語
で
新
見
市
を
紹
介
し
た
り
、
浴
衣

姿
で
現
地
の
生
徒
と
「
新
見
音
頭
」
を
踊
っ
た
り
し
て
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

森
部
真
由
美
さ
ん（
大
佐
中
）

　

ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
習
慣
、
学

校
や
町
の
様
子
な
ど
知
る
こ
と
が

で
き
、
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
も
仲
良
く
な
れ
て
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
四
月
に
日
本
に

来
て
自
分
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
た
友
達
と
会
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

小
割　

恵
さ
ん（
大
佐
中
）

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
全
員

が
明
る
く
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。

特
に
校
長
先
生
が
お
も
し
ろ
い
人

で
し
た
。
行
く
前
よ
り
も
英
語
が

好
き
に
な
り
、
会
話
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
英
語
ペ
ラ

ペ
ラ
に
な
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
美
穂
さ
ん（
大
佐
中
）

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
た
く
さ
ん

の
人
々
と
交
流
し
た
り
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
親
し
く
な
れ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
国
際
交
流
が
で
き
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
家
の
中

で
靴
を
履
い
た
ま
ま
入
っ
た
り
す

る
文
化
の
違
い
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
訪
問

 
■
生
徒
た
ち
の
感
想

▲ホストファミリーとの夕食

▲ミドルスクール
校長室

▲ホストファミリー
　とくつろぐ
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磯
田　

瞳
さ
ん（
大
佐
中
）

　

一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
で
の
人
の
多
さ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
明
る
く
、

個
性
的
な
人
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

ロ
ー
ラ
ス
ケ
ー
ト
や
湖
で
船
に
乗

っ
た
り
と
日
本
で
は
あ
ま
り
で
き

な
い
事
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

西
田
味
加
さ
ん（
大
佐
中
）

　

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
に
滞
在
中
、
私

は
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
、
バ
ー
ス
デ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
い
て
く
れ
て
、
食
後
に

は
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
歌
と

西
井
貴
紀
く
ん（
大
佐
中
）

　

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
で
は
、
異
文
化
、

宗
教
、
環
境
を
学
び
ま
し
た
。
自

然
は
と
て
も
き
れ
い
で
新
見
市
の

倍
は
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

日
曜
日
に
は
教
会
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
教
会
教
室
が
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
説

明
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

奥
津
綾
香
さ
ん（
哲
西
中
）

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
の
歓
迎
会

で
、
さ
く
ら
を
日
本
語
で
歌
っ
て

く
れ
た
り
演
奏
し
て
く
れ
て
、
一

緒
に
新
見
音
頭
を
踊
っ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
。
ホ
ス
ト
シ
ス
タ

ー
に
浴
衣
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

し
た
五
日
間
は
本
当
に
思
い
出
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ア
ル
ス
タ
ー
郡

内
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
沿
っ
て
流
れ
る

ウ
ォ
ル
キ
ル
川
の
岸
辺
に
位
置
し
、

付
近
に
は
雄
大
な
シ
ュ
ワ
ン
ガ
ン
の

山
々
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
面
積
は

約
十
五
平
方
キ
ロ
、
人
口
は
約
五
千

人
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ニ

ュ
ー
パ
ル
ツ
校
が
あ
り
、
学
園
都
市

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

共
に
十
五
本
の
ろ
う
そ
く
を
吹
き

消
し
、
大
き
な
拍
手
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
ア
メ
リ
カ
に
も
う

一
つ
の
家
族
が
で
き
ま
し
た
。

矢
庭
禎
子
さ
ん（
大
佐
中
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し

た
休
日
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行

っ
た
り
、
リ
ン
ゴ
狩
り
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
て
も
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
ス
ク

ー
ル
は
、
日
本
の
学
校
よ
り
も
と

て
も
自
由
と
い
う
感
じ
で
言
葉
の

違
い
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

池
田
有
加
さ
ん（
大
佐
中
）

　

私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、
と

う
も
ろ
こ
し
畑
を
利
用
し
て
迷
路

を
作
り
、
そ
の
先
に
リ
ン
ゴ
畑
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
、
大
自
然

を
生
か
し
て
心
を
癒
す
こ
と
が
で

き
る
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
の
交
流
を
生
か
し
て
、
国
際
的

な
日
本
人
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

池
田
育
永
さ
ん（
大
佐
中
）

　

英
語
が
わ
か
っ
た
ら
も
っ
と
楽

し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
の
土
地
は
広
か
っ

た
。
だ
か
ら
心
が
広
い
。
空
は
高

く
青
か
っ
た
。
だ
か
ら
文
化
が
高

い
。
人
は
に
こ
や
か
で
優
し
か
っ

た
。
だ
か
ら
誇
り
が
も
て
る
ん
だ
、

と
感
じ
ま
し
た
。

▲ゆかた姿で新見市を紹介

▲ウエルカムパーティーでの歓迎ブラスバンド演奏

▲

モーホンク山山頂にて

▲ミドルスクールでの
　パソコン授業
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ラストワンマイル事業説明会開催中
　市では、みなさんの家庭や事業所まで、高速通信が可能な光ファイバケーブルを接続するラストワンマイル事
業に取り組んでいます。市内の各会場で、事業の内容および必要性などについてご理解とご協力をいただくため
の説明会を開催していますので、ご都合のよい日に最寄りの会場へぜひお越しください。説明会は２時間程度を
予定しており、事業所関係者も対象としています。
　なお、１１月１１日（金）の会場は、新砥公民館から金ボタル交流館へ変更になりました。

主な対象地区会　場　名開会時間開催月日

井倉市民センター管内法曽農作業準備休憩施設
��：����月�日（火）

大佐上刑部地区上刑部地域交流ほっとサロン

井倉市民センター管内井倉市民センター
��：����月�日（水）

大佐大井野地区大井野地域交流ほっとサロン

新見地区総合福祉センター
��：����月�日（金）

馬塚地区上市市民センター

唐松市民センター管内（正田
広瀬を除く）

唐松市民センター
��：����月�日（月）

大佐田治部地区田治部中央会館

上市市民センター管内（高尾
向田、西方宗金）

上市市民センター
��：����月�日（火）

大佐布瀬地区布瀬地域交流ほっとサロン

石蟹地区（正田広瀬）石蟹ふれあいセンター

��：����月�日（水） 大佐小阪部、大佐永富、大佐
小南地区

おおさ総合センター

下熊谷地区下熊谷地区コミュニティハウス��：����月��日（木）

高尾地区高尾ふれあいセンター
��：����月��日（金）

哲多町蚊家地区金ボタル交流館

市内全地区（��：��と��：��か
ら行います）

総合福祉センター
��：��
��：��

��月��日（日）

金谷地区総合福祉センター

��：����月��日（月） 哲多町矢戸、哲多町老栄、哲
多町荻尾地区

夢ひろば萬歳

西方地区（江道町、太田、今
井、緑町）

駅前交流センター
��：����月��日（火）

哲多町田淵、哲多町大野地区大田ふれあいセンター

西方地区（江道町、太田、今
井、緑町、西方宗金を除く）

西方ふれあいセンター
��：����月��日（水）

哲多町成松、哲多町本郷地区哲多総合センター

■問い合わせ先
　総務企画部情報政策課ラストワンマイル事業係（��３１５４）
　大佐支局総務企画課（��２１１１）
　神郷支局総務企画課（��６１１１）
　哲多支局総務企画課（��２１１１）
　哲西支局総務企画課（��２１１１）

主な対象地区会　場　名開会時間開催月日

正田地区（広瀬を除く）正田ふれあいセンター
��：����月��日（木）

哲多町花木地区若者センター

新見地区総合福祉センター
��：����月��日（金）

哲多町宮河内地区郷土文化館

千屋市民センター管内千屋市民センター
��：����月��日（月）

哲西町大竹地区大竹集会所

千屋市民センター管内千屋市民センター
��：����月��日（火）

哲西町畑木地区畑木集会所

哲西町八鳥、哲西町上野部地区野馳小学校��：����月��日（木）

千屋市民センター管内花見公会堂
��：����月��日（金）

哲西町下野部地区下野部集会所

千屋市民センター管内井原郷土文化伝承館
��：����月��日（月）

哲西町矢田地区きらめき広場哲西

高尾地区阿新農業協同組合　本所�階
��：����月��日（火）

哲西町上神代地区矢神小学校

高尾地区新見商工会議所　�階大会議室��：����月��日（水）

各会場へ参加できなかった人総合福祉センター��：����月�日（木）

※都合により日程が急に変更になる場合があります

のでご了承ください。

　

「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」と

い
う
言
葉
は
、
直
訳
す
れ
ば

「
あ
と
１
マ
イ
ル
」（　

キ
ロ
）

１.６

で
、
あ
と
少
し
の
距
離
を
整

備
す
れ
ば
光
フ
ァ
イ
バ
が
家

庭
ま
で
つ
な
が
る
と
い
う
意

味
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
意
味
の
と
お
り
、
総

務
省
の
補
助
事
業
を
受
け
、

情
報
通
信
基
盤
の
幹
線
は
す

で
に
整
備
で
き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
各
家
庭
ま
で
接
続
す

れ
ば
、
家
庭
・
事
業
所
な
ど

に
お
い
て
様
々
な
放
送
や
高

速
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

  
多
様
化
し
て
い
く
通
信
サ

ー
ビ
ス
に
電
話
回
線
で
は
対

応
で
き
ず
、
ま
た
地
元
企
業

な
ど
か
ら
も
高
速
・
大
容
量

の
通
信
網
整
備
の
要
望
が
切

実
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
民
間
事
業
者

に
よ
る
情
報
基
盤
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
本
市
に
お

　

合
併
か
ら
七
か
月
が
経
過
し
、
阿
新
地
域
合
併
協
議
会
で
の
協
定
項
目
と

新
市
建
設
計
画
を
も
と
に
、
新
見
市
は
本
格
的
な
歩
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
、
市
の
事
業
な
ど
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
方
針
や
市
長
と
し
て
の
考
え
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
、
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

い
て
は
、
採
算
性
か
ら
み
て

民
間
で
の
整
備
は
期
待
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。
情
報

過
疎
は
、
人
口
の
減
少
、
地

域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
と
の

観
点
か
ら
、
市
で
は
、
情
報

の
充
実
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
と
住
み
よ
い
地
域
の
創
出

を
目
指
し
て
、
こ
の
ラ
ス
ト

ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
を
新
市
に

お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
。

 　

先
の
九
月
定
例
市
議
会

で
事
業
着
手
へ
の
予
算
が
議

決
さ
れ
、
今
後
の
本
格
的
な

事
業
の
始
動
に
向
け
て
、
現

在
市
内
各
地
で
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
事
業
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
に
は
是
非
ご
出
席
い
た

だ
き
、
本
事
業
の
必
要
性
や

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い

て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ラストワンマイル整備の必要性

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり
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Look新見－下水道光ファ イ バが創るまちづく り－

下水道光ファ イ バフ ォーラム開催��月 ��日 （ 木 ）
1 3:30～1 7:30

　�日本下水道光ファイバー技術協会が主催、国土

交通省都市・地域整備局下水道部および新見市が共

催して、「Look新見 下水道光ファイバフォーラム」

を開催します。

　このフォーラムでは、基調講演のほか、下水道光

ファイバの可能性についてのパネルディスカッショ

ンを行います。

　入場は無料ですので、みなさんぜひご来場くださ

い。

■場所　まなび広場にいみ　大ホール

■演題・講師

　◎基調講演

　　「ユビキタスネット社会の実現に向けた地域情

報化の推進」

　　横田直人（総務省情報通信政策局地域通信振興

課長）

　◎事例紹介

　・その１「下水道光ファイバの普及促進に向けて」

　　吉澤正宏（国土交通省都市・地域整備局下水道

部下水道企画課長補佐）

新見市下水道光ファ イバネットワーク

　・その２「下水道光ファイバによる魅力あふれる

まちづくり」

　　石垣正夫（新見市長）

　◎パネルディスカッション

　　「下水道光ファイバの魅力について」

　・石垣正夫（新見市長）

　・谷戸善彦（国土交通省都市・地域整備局下水道

部長）

　・その他（学識経験者や市民代表など）

■問い合わせ先　下水道課管理係（��６１３８）
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（地方債）
　１０月号で平成１６年度の財政状況
（旧１市４町、広域事務組合の決算
合計）を掲載しましたが、具体的
な内容をシリーズに分けてお知ら
せします。

今
回
は
地
方
債
に
つ
い
て
…
…

　

地
方
債
は
、
市
債
と
か
起
債
と
呼
ば
れ
一
般
家
庭
で
例
え
れ
ば
住
宅
ロ

ー
ン
な
ど
の
長
期
の
借
入
金
に
あ
た
り
、
学
校
、
道
路
、
下
水
道
な
ど
の

建
設
の
た
め
、
一
時
的
に
多
額
の
現
金
を
必
要
と
す
る
時
に
借
入
れ
、
数

年
に
分
け
て
返
済
す
る
こ
と
の
で
き
る
財
源
で
す
。

・
地
方
債
に
は
、
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
返
済
金
の

一
部
が
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

　

（
交
付
税
算
入
率：

辺
地
債
八
〇
％
、
過
疎
債
七
〇
％
、
合
併
特
例
債
七

〇
％
な
ど
）

・
手
持
ち
現
金
が
少
な
く
て
も
、
地
方
債
を
借
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
事
業
が
実
施
で
き
ま
す
が
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
な
い
と
、

財
政
の
破
綻
を
招
く
こ
と
や
、
将
来
の
住
民
に
多
大
な
負
担
を
残
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

新
市
の
平
成
十
六
年
度
末
地
方
債
残
高
（
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合

計
）
は
七
百
二
十
五
億
円
で
、
住
民
一
人
当
た
り
一
九
七
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
普
通
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
除
く
純
粋
な
負
担
は
、
住
民

一
人
当
た
り
九
十
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
旧
市
町
ご
と
の
平
成
十
五

年
度
末
・
平
成
十
六
年
度
末
の
地
方
債
残
高
、
人
口
で
計
算
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
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旧新見市� 旧大佐町� 旧神郷町� 旧哲多町� 旧哲西町�平均（新市）�

（万円／人）�

Ｈ15年度末� Ｈ16年度末�

住民１人当たりの地方債負担額（普通交付税で補てんされる額を除く。）

旧哲西町旧哲多町旧神郷町旧大佐町旧新見市平均（新市）区　　　分

���万円���万円 ��万円���万円��万円��万円Ｈ��年度末

���万円���万円���万円���万円��万円��万円Ｈ��年度末

Ｈ１７.３.３１の住民基本台帳人口で計算

　平成16年度末の住民１人当たりの地方債負担額は、合併直前の大型建設事業の実施により大きく伸びていま

す。なかでも、旧町が通年の事業費を超えた独自事業を実施するため、返済金に交付税の補てんがない地域再生

事業債を借入れたことが大きく影響しています。

　新市においては、ラストワンマイル事業などを実施しますが、国庫補助金や交付税算入率の高い合併特例債を

活用するなど、後年度の負担に留意しながら、計画的な財政運営に努めていきます。

■問い合わせ先　財政課財政係（��６１２８）

シリーズ
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叙位叙勲
　生前の功績が讃えられ、故大原勲氏（神郷釜

村）に旭日単光章が授与されました。

故 
大
原　

勲 
氏

　

元
神
郷
町
議
会
議
員
大
原 
勲
氏
（
神
郷
釜

村
・
平
成
十
七
年
八
月
十
二
日
死
去
）
に
旭
日

単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
原
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
平
成
七
年

ま
で
の
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
神
郷
町
議
会
議

員
と
し
て
町
政
に
取
り
組
ま
れ
、
議
長
を
は
じ

め
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
神
郷
町
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合

長
、
新
見
市
森
林
組
合
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

林
業
の
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

おめでとうございます

厚生労働大臣表彰

  
山
本
氏
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
市
愛
育
委
員
と
し
て
、
平
成
九
年
か
ら
は

市
愛
育
委
員
会
長
、
新
見
保
健
所
愛
育
委
員
会
長
、

平
成
十
七
年
か
ら
は
県
愛
育
委
員
連
合
会
副
会
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
ク
ラ
ブ
の
結
成
や
、
育
児
の
先
輩

と
し
て
保
護
者
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
む
し
歯
予

防
活
動
な
ど
の
企
画
に
参
加
し
て
子
育
て
を
地
域

ぐ
る
み
で
実
践
す

る
な
ど
、
市
民
の

健
康
保
持
と
地
域

社
会
の
福
祉
の
増

進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　新見市愛育委員会長の山本篤子氏（新見市正

田）に厚生労働大臣表彰が授与されました。

「税を考える週間」 です

国税庁からのお知らせ

●税制改正がありました

　次に該当する人は、改正の内容をご確認ください。

　①年齢が６５歳以上の人

　②住宅ローンなどを利用して中古住宅を購入する

人

　③寄付金（特定寄付金）を支払った人

　④国民年金保険料の支払いをした人

　※上記以外の人でも、税制改正に関係する場合が

あります。

　税制改正の内容については、

　・財務省ホームページ（http://www.mof.go.jp）

　・税務署窓口にある「税制改正パンフレット」な

どをご覧ください。

●消費税の届出と納付の準備はお済みですか？

　①新たに課税事業者となる人は、課税事業者届出

書の提出が必要です。

　②簡易課税制度を選択する人は、簡易課税制度選

択届出書の提出が必要です。

新見税務署からのお知らせ

対象者開催場所 開催時間開催日

旧新見市の
法人徴収義
務者　　　

新見商工会議所�階
新見市高尾����-�

��：��～��：��
��月�日
（火）

��：��～��：��

上記以外
��：��～��：��

��月��日
（水）

��：��～��：��

●年末調整説明会

■問い合わせ先

　新見税務署（直通��０９２８・代表��０９５１）

　③日頃から納税資金の積み立てをお願いします。

個人事業者の人は、振替納税をご利用ください。

●国税電子申告・納税システム（e－Tax）

　ｅ－Ｔａｘは、自宅やオフィスからインターネッ

トを利用して申告や納税などができる　システムで

す。ぜひご利用ください。（http://www.e-tax.nta.go.jp）

１１月１１日 （ 金 ）～１７日 （ 木 ）は

わたしたちの暮らしを支えている税について、
この機会に考えてみましょう。
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月
は

11
　

市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

市
税
収
入
の
状
況

　

市
税
の
年
間
収
入
額
は
、
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
の
合
併
に

よ
り
三
十
二
億
円
余
り
に
な
り
、

本
市
が
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
ま
か
な
う

た
め
の
重
要
な
自
主
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
納
付
さ
れ
る
べ
き
市

税
は
、
滞
納
整
理
や
納
付
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
〇
〇
％
の

完
納
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

納
税
者
の
公
平
性
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に

も
、
全
力
を
挙
げ
て
滞
納
整
理
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
整
理
の
強
化

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
市
税
の
納

付
率
の
向
上
と
未
納
税
額
の
解
消

を
図
る
た
め
、「
新
見
市
滞
納
対
策

特
別
本
部
」
を
設
け
、
未
納
税
額

に
対
す
る
徴
収
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
十
一
月
を
市
税
滞

納
整
理
強
化
月
間
と
し
、
未
納
者

に
対
し
て
徹
底
し
た
財
産
調
査

（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
家
賃
、

売
掛
金
、
電
話
加
入
権
な
ど
）
や

戸
別
訪
問
を
行
い
、
納
付
相
談
や

納
付
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

滞
納
整
理
の
対
象

　

本
年
度
は
、
市
税
に
限
ら
ず
介

護
保
険
料
、
水
道
使
用
料
、
下
水

道
使
用
料
な
ど
の
公
共
料
金
も
同

時
に
納
付
相
談
や
納
付
指
導
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
滞
納
対
策
特
別
本
部
事
務
局

　

（
税
務
課
収
税
係
内
）

　

（
�
�
６
１
１
６
）

����
��������
����国民年金
　国民年金に代表される公的年金は、老後の生

活費の基本部分を保障することを本質としてい

ます。そのためには、社会全体で世代間扶養を

する、つまり現在の所得の一部を保険料として

納め、それを高齢者に年金として回していくと

いう考え方です。これは、「自分が高齢になっ

たとき、現役時代に貢献した度合いに応じて、

次世代が年金を支払ってくれる。」とも言えま

す。

　時代の流れの中で経済変動はつきものであ

り、それを予測するのは極めて困難です。自動

物価スライド制や国庫負担のある国民年金は、

老後の生活費の基本部分を約束できる唯一のも

のです。

■問い合わせ先

　保険年金課国保年金係

　（��６１２３）

　岡山社会保険事務局高梁事務所

　（�０８６６－２２－２２８５）

農業所得のあるみなさん
確定申告には「収支内訳書」が必要です

　昨年から農家のみなさんも、事業をしている

人と同様に、「収入金額」から「必要経費」を差

し引いて所得金額を計算する「収支計算」によ

り申告していただくことになっています。

収入金額とは

○農産物の販売代金（米・野菜・果樹など）
○自家用消費の農産物（保有米・自家消費野菜
や果樹など）

○共済などの補てん金他

必要経費とは

農機具購入費・修理代・農具借料・人夫賃・農
薬代・肥料代・種苗費・燃料費・作業用衣類
費・諸材料など

　申告の際には、これら収入金額と必要経費（領

収書などを添付）を書き上げた「収支内訳書」

を作成しておいでください。

　なお、申告の際に「収支内訳書」を作成され

ていない場合には、各会場で作成していただく

こととなりますのでよろしくお願いします。

　収支内訳書の作成方法についての相談は、新

見税務署（��０９５１）、税務課市民税係（��

６１１７）で行っていますのでお気軽にご相談くだ

さい。
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１１月は
「青少年健全育成強調月間」です

　県などでは、青少年を取り巻く諸問題の解決に向け

て、「であい、ふれあい、たすけあい」の３つの“あ

い”を統一テーマとする『おかやま青少年さんあい運

動』に取り組んでいます。

　この運動は、毎日の生活の中で「青少年と気軽にあ

いさつを交わす」「親子の対話を促進する」「青少年と

のコミュニケーションやふれあいを進める」「青少年の

ボランティア活動への参加を促進する」などの取り組

みを行い、私たちの身近なところで、青少年の社会参

加と健全育成を進めようとするものです。

　この機会に、家庭や地域の身近なところで『さんあ

い運動』に取り組み、県民みんなでこの運動の輪を広

げていきましょう。

新見市 成人式成人式

　新見市の観光と物産展を倉敷チボリ公園で開催！

　市内在住でも実は知らなかった「にいみ」の魅力、市

町村合併によりさらに広がった「にいみ」の魅力を見つ

けてみませんか。当日は新見市民限定で、入園料１人

５００円となりますので、このページのチケットをもっ

て、ぜひ倉敷チボリ公園へ�

■場　所　倉敷チボリ公園内　中央プレーネン広場ス

テージおよびその周辺

■物産展　新見市の各種特産品販売

■ステージ・新見ウインドアンサンブル（市民吹奏楽団）

　　　　　・備中神楽（唐松子供神楽）

　　　　　・哲西太鼓田植えと千屋牛追い唄

　　　　　・草鞋（女性デュオ）

　　　　　・キリングタイム（バンド）

■体　験　・人工雪の雪遊びコーナー

　　　　　・紙すき体験

　　　　　・そば打ち体験

■主　催　新見市観光物産協議会

■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（��６１３６）

�
点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

チボリにいみデー開催

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
4
名
様
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
�

平
成
１７
年
１１
月
１３
日（
日
）
当
日
・
新
見
市
民
の
み
有
効
�

代
表
者
住
所
�

代
表
者
氏
名
�

※
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
�

　
記
入
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
入
園
時
の
住
所
確
認
の
た
め
の
み
に
利
用
し
、
そ
の
目
的
以
外
の
用
途
に
は

利
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
情
報
を
第
三
者
へ
開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

新
見
市
民
対
象
 特
別
入
園
券
�（
１
名
）�

心のふるさと

「にいみ」からの
贈りもの

～新見の観光と物産展～

1 1月 13日（ 日 ）
10:00～17:00

■日程

　【受付】　１３：００～１３：５０

　【式典・アトラクション・懇談会】　１４：００～

■場所　まなび広場にいみ

■対象者

　昭和６０年４月２日から昭和６１年４月１日まで

に生まれた人で、新見市に住所を有している人。

※対象者には１１月初旬に案内状を送付しますが、

届かない場合は早めにご連絡ください。また市外

就学者・就業者で、新見市に住所を有していない

人については案内状の送付を行いませんが、参加

申込書にご記入の上、申し込みをすれば出席でき

ますので、ぜひご参加ください。

　参加申込書はまなび広場にいみ受付に置いてい

ます。

■申し込み・問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課（��６１４７）

平成１８年１ 月２日 （ 月 ）

■問い合わせ先　県庁青少年課（�０８６－２２６－７３１４）

見本　　　

見本

　　　見本
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�

点
線
で
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

　市結婚推進委員会では、市内在住で結婚を希望し

ている人を対象に、相談会（無料）を開催します。

　結婚に関する悩み事、心配事、希望などについて、

結婚推進委員に相談することができます。

　なお、相談内容など、プライバシー保護のため、完

全予約制とします。

　相談を希望する人は、①氏名②性別③住所④連絡

先（できれば携帯番号）⑤希望時間⑥相談人数を、新

見支局農林課農業畜産振興係へご連絡ください。

■日時　１１月１３日�

　・１０:００～１２:００　・１３:００～１７:００

■場所

　新見市総合福祉センター

■予約・問い合わせ先

　新見支局農林課農業畜産振興係（��６１３３）

「結婚相談会」を開催します

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
次
の
よ
う
な
講
座
を
計
画
し
、

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
講
座

■
対
象
者

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

■
会
場　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
定
員　

三
十
名

■
受
講
料　

千
円
（
全
六
回
分
）

■
申
込
期
限

　

十
一
月
十
八
日
�

■
日
程
お
よ
び
内
容

●
十
二
月
三
日
�

　

開
講
式
・
共
に
生
き
る
た
め
に

●
十
二
月
十
七
日
�

　

笑
っ
て
、
楽
し
く
男
女
共
同
参

画
●
一
月
十
四
日
�

　

ミ
ニ
プ
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
術

●
一
月
二
十
八
日
�

　

ミ
ニ
プ
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
術

●
二
月
二
十
五
日
�

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

●
三
月
四
日
�

  
い
き
い
き
生
き
る

【
時
間
】

　

す
べ
て
十
四
時
〜
十
六
時

「
た
の
し
い
エ
ク
セ
ル
」 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
１

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
づ
く
り
の

な
か
で
必
要
と
な
る
デ
ー
タ
の
集

計
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
者

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

・
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
の
で

き
る
人

・
全
日
程
参
加
で
き
る
人

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
Ｐ
Ｃ
教
室

■
定
員　

二
十
名

■
受
講
料　

千
円
（
全
五
回
分
）

※
本
代
は
別
途
負
担
（
二
千
円
程

度
）

■
申
込
期
限

　

十
二
月
十
六
日
�

■
日
程
お
よ
び
内
容

●
一
月
十
日
�

　

開
講
式
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎　

●
一
月
十
一
日
�

　

デ
ー
タ
ー
集
計

●
一
月
十
二
日
�

　

グ
ラ
フ
作
成

●
一
月
十
三
日
�

　

エ
ク
セ
ル
応
用

●
一
月
十
四
日
�

　

エ
ク
セ
ル
応
用

【
時
間
】

　

す
べ
て
十
八
時
三
十
分
〜
二
十

時
三
十
分
）

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
、希
望
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先

　

〒
七
一
八
�
八
五
○
一

　

新
見
市
新
見
三
一
○
�
三

　

新
見
市
役
所
企
画
課
企
画

広
報
係（
�
�
６
１
１
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
２
４
３
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
託

児
室
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の

場
合
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

実
現
さ
せ
よ
う ！

男
女
共
同
参
画
社
会

講
座
生
募
集

見 本 　 　 　

見 本

　 　 　 見 本
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軽
減
の
対
象
と
な
る 

介
護
サ
ー
ビ
ス

◎
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
運
営
す

る
施
設
な
ど
で
提
供
す
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
内

・
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け

る
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
前
記
に
伴
う
食
費
、
居
住
費  

（
滞
在
費
）

軽
減
の
対
象
と
な
る
人

◎
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
世
帯
全
員
の
年
間
収
入
の
合
計

が
単
身
世
帯
で
百
五
十
万
円
、

世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご
と
に

五
十
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

で
あ
る
こ
と
。

・
預
貯
金
な
ど
（
有
価
証
券
・
債

券
を
含
む
）
の
合
計
金
額
が
、

単
身
世
帯
で
三
百
五
十
万
円
、

世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご
と
に

百
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で

あ
る
こ
と
。

・
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ

と
。

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

軽
減
の
割
合

◆
利
用
者
負
担
額
の
四
分
の
一
ま

た
は
二
分
の
一
（
利
用
者
負
担
第

一
段
階
の
人
）

確
認
申
請
書
の
提
出

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、

「
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担

軽
減
対
象
確
認
申
請
書
」
に
申
告

書
お
よ
び
そ
の
申
告
書
の
内
容
を

証
す
る
書
類
（
※
）
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類

　

所
得
証
明
書
・
源
泉
徴
収
票
・

年
金
支
払
通
知
書
確
定
申
告
書

の
写
し
・
預
貯
金
通
帳
の
写
な

ど
■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

  
保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

　

（
�
�
３
１
４
８
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

介
護
介
護

保
険
保
険

「
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度
」

が
変
わ
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
社

会
福
祉
法
人
は
、
そ
の
社
会
的
な

役
割
か
ら
低
所
得
で
、
特
に
生
計

が
困
難
な
人
の
利
用
者
負
担
の
軽

減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
六
月
の
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
十
月
か
ら
利

用
者
負
担
軽
減
制
度
も
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

　高齢者の介護にあたっている家族介護者の集い

を開催します。

　介護者が相互に交流を図ることにより、介護の

疲れを癒し心身のリフレッシュをしませんか。

■日時　１１月１８日�　１０:００～１６:００

■会場　まなび広場にいみ　３階学習室１－Ａ

■内容　座談会、特別養護老人ホーム唐松荘見学

■対象者

　・高齢で体が不自由であったり、寝たきりのご

家族を介護している人

　・認知症のご家族を介護している人

■参加費　７００円（昼食代）

■募集人数　１５人

　※定員になり次第締め切ります。

■申込締切　１１月１４日�

■その他　開催日の介護保険サービスなどについ

ては、担当ケアマネージャーとご相談ください。

■申し込み・問い合わせ先

　新見支局社会福祉課長寿社会係（��６１２５）

  この巡回更生相談は、身体に障害のある人に

対し、専門の医師が診査を行い、補装具の判

定などの相談を行うものです。

※手帳交付の申請、障害変更申請はお受けで

きませんのでご注意ください。

■相談内容　・車いす、補聴器などの補装具

の相談、交付申請

■日時　１２月９日�

　　　　※正午から１３時３０分まで受付

■場所　保健福祉センター（金谷）

■対象　肢体（手・足）障害・聴覚障害のど

ちらかの身体障害者手帳を所持して

いる人

■用意するもの　①身体障害者手帳

　　　　　　　　②印鑑

■申し込み・問い合わせ先

　社会福祉課社会福祉係（��６１２６）

身体障害者巡回更生相談

高齢者を介護している人の集い
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県営・市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

■入居開始日　１２月１日�予定

■申込方法

　入居希望者は、１１月１８日�までに、新見支局都市建設課また

は各支局経済建設課に備え付けの用紙でお申し込みください。

※申し込みに際しては所得制限などがありますので、詳しくは

各支局にお問い合わせください。

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可１３,４００円～２２,２００円１６６.９３�中耐３階建３ＤＫ
新　　見

（金　　谷）
県 営 住 宅

単身者不可３６,０００円（定額）１８６.２５�木造２階建３ＤＫ
神郷新郷

（神郷釜村）
特 定 公 共
賃 貸 住 宅

新見支局都市建設課（��６１３１）

大佐支局経済建設課（��２１１３）

神郷支局経済建設課（��６１１３）

哲多支局経済建設課（��２１１３）

哲西支局経済建設課（��２１１３）

問い合わせ先

■団地名および募集戸数

県営・市営住宅入居者募集

１１月２３日（水）祝日�

京都（丹波）、徳島（阿波）、�
岡山（新見・蒜山）など�

西日本漆植栽地写真展�

パネリストによる作品制作過程の実演�

漆芸品・木工芸品の制作実演コーナー�
パネリスト　漆　芸　家　山口松太氏 （岡山県重要無形文化財保持者）�

　　　　　　　　〃　　　塩津容子氏�

　　　　　　木 工 芸 家　森田翠玉氏 （岡山県重要無形文化財保持者）�

　　　　　　　　〃　　　川野正毅氏 （新見市重要無形文化財保持者）�

　　　　　　研　究　者　福田恵温氏 （（株）林原生物化学研究所所長）�

　　　　　　漆掻指導員　小野忠司氏 （（社）林原共済会）�

コーディネーター�

　　　　　　高山雅之氏 （（財）岡山県郷土文化財団顧問）�

パネルディスカッション�
　　 「暮らしと備中漆フォーラム」�

漆器・木工品の展示�
日本工芸会中国支部漆芸部会、新見市文化協会など(一般出展者の作品展示）�

欅造拭漆硯筥�

森田翠玉氏�
平成16年初採取復興備中漆仕上�

油枩堆錦箱「大和」  �

山口松太氏�
第52回 日本伝統工芸展 入選作品�

「新見産のヒノキと備中漆で�
仕上げた雑煮椀」�

高山雅之氏�

楓造十二角拭漆食籠�

川野正毅氏�
第43回 日本伝統工芸展 奨励賞�

新見市法曽 漆植栽地での漆掻き�

（小野忠司氏）�

暮らしと�
フォーラムinにいみ�備中漆�備中漆�備中漆�

１２：３０～  まなび広場にいみ  小ホール�

乾漆描蒟　装飾箱「珍至梅」�

塩津容子氏�
第45回 日本伝統工芸展 入選作品�

■「暮らしと備中漆フォーラムinにいみ」実行委員会�
■暮らしと備中漆フォーラムinにいみ事務局�
　農林課農業整備係内（緯演６１３５）�
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■■■■■■■■■■ま な び 広 場 に い み 主 催

パソコン講座�パソコン講座�
パソコンで年賀状［１１月］
■内容

　「ワード」で年賀状作成と宛名書きに挑戦。

（３回連続）

■対象

　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作が

できる人

■日時

　１１月１６日�、１７日�、１８日�

　昼の部　１０：００～１２：００

　夜の部　１８：３０～２０：３０

■申込締切

　昼の部・夜の部ともに１１月１０日�

■会場　　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円

■定員　　２０人（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名　「パソコンで年賀状１１月」

または「無料のマイホームページを開設１２月」、

昼の部または夜の部、郵便番号、住所、氏名、

性別、年齢、電話番号を記入して、はがきまた

はＦＡＸでお申し込みください。（電話では受付

できません）

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

　（��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

無料のマイホームページ
　　　　　　を開設［１２月］
■内容

　インターネット上でのホームページ作成に

挑戦。（３回連続）

■対象

　パソコンで漢字入力・マウス操作ができ、

ホームページを持ちたい人

■日時

　１２月７日�、８日�、９日�

　昼の部　１０：００～１２：００

　夜の部　１８：３０～２０：３０

■申込締切

　昼の部・夜の部ともに１１月３０日�

新見阿哲駅伝競走大会

　第５３回新見阿哲駅伝競走大会を開催します。

秋空の下、各チームが健脚を競います。みなさ

んふるってご参加ください。

■日時　１１月２０日�　９：３０～１３：００

■場所　哲多町　本郷～上成松

　　　　（男子：６人２４.２�、女子：４人１２.１�）

■参加資格

　いずれも新見市に居住・勤務・通学する人

　・高校生の部

　・一般の部

　・女子の部（高校生以上の女子。高校生と一

般の混成もできます。）

■申込み期限　１１月１５日�　１５：００必着

■申し込み・問い合わせ先

　新見市体育協会事務局

 （生涯学習課内・��６１４７）

　不登校・友だち関係の悩み・いじめ・学習や

進路の悩み・基本的生活習慣・しつけ・学校教

育相談など

◎子どもの問題の悩みを、気軽にご相談くださ
い。
◎臨床発達心理士が、専門家の立場から面接相
談をします。

☆対象は？　幼児・児童・生徒とその保護者、

教員または保育士など

☆相談日は？　毎月第２・３・４木曜日

☆相談時間は？　１３：３０～１７：００

　※１人の相談時間は約１時間ぐらいです。

☆相談場所は？　総合福祉センター２階図書室

☆相談の予約は？

　新見市教育委員会にお電話ください。

　（��６１４６）

　※予約の受付時間は月～金曜日までの

　８：３０～１８：００です。

新見市教育相談室からのお知らせ

�
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私
は
、
毎
年
成
人
式
と
い
え
ば
岡
山
、

広
島
と
着
付
け
の
仕
事
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
旧
一
市
四
町
が
合
併
し
て
の
新

見
市
で
、
お
正
月
が
成
人
式
と
い
う
話

を
聞
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
代
の
生
活
習
慣
が
洋
風
化
し
た
事

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
日
本
女
性
に
は

着
物
が
最
も
似
つ
か
わ
し
い
こ
と
が
わ

か
り
、
ま
た
着
物
を
着
慣
れ
、
着
物
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が「
着
物
離
れ
」

を
未
然
の
も
の
に
す
る
大
き
な
力
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
毎
年
、
新
年
の
初
仕
事
は
着
付

け
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
二
〇
〇
六
年

の
新
年
に
行
わ
れ
る
成
人
式
は
、
晴
れ

姿
の
若
者
た
ち
で
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
二
十
歳
と
い
う
節
目
に
、
日

本
の
伝
統
で
あ
り
ま
す
和
装
（
着
物
）

は
、
日
本
女
性
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち

の
誇
り
で
あ
る
と
気
づ
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、

是
非
着
物
を
お
召
し
に
な
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
衣
の
技
の
プ
ロ

と
し
て
日
々
精
進
し
、
着
付
け
が
苦
し

く
な
く
、
着
崩
れ
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
若
者
た
ち
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
新
見
市
に
な
る
よ
う
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

『２００６年の成人式』

 宝  蔵   百  合 子   さん［神郷下神代・５７歳・美容師］
ほう ぞう ゆ り こ

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く
る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

の
専
用
用
紙
を
十
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要

望
な
ど
、
日
頃
の
く
ら
し
の
中
で
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
、
気
軽
に

お
便
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の
「
は
い
」
に
○
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
名
が
な
い
も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●提案＆お便りの送り方
・先月号で配布した専用用紙または官製
はがきに、①提案②住所③氏名④年齢
⑤電話番号を書いてお送りください。

・専用用紙は、折りたたむと封書になり
ます。切手をはらずにポストに入れて
ください。（来年３月末まで使用でき
ます）

・旧新見市で平成１６年度に配布した専
用用紙は使用できませんので、ご注意
ください。

・ファックス、電子メールでも受け付け
ています。ファックス、電子メールも
「提案＆お便り」係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp
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　Hello to everyone in Niimi! I have only been here in Niimi since April. 
However, during this short time I have been fortunate enough to 
experience the warmth and kindness of the local people. I grew up 
both in Spain and England, and before I came to Japan, I traveled to 
various places around 4 continents. In none of these countries I could 
find a culture and people so fascinating as I have found in Japan, and 
particularly in Niimi. I truly admire the Japanese character and values, 
and the dedication they put in everything they do.  
　I hope during my stay here in Niimi and through my working at the 
local schools I can give back to the community, if only, a small part of 
all the wonderful things I have received from them.
　It's a pleasure to be here in Niimi, and be able to be part of the local 
community. I have already made some good friends, and I look forward 
to making many more! Adam　

　新見のみなさんこんにちは！僕は４月に新見に来たばかりですが、幸運
にも地元の人たちの温かさや親切さを実感しています。スペインとイギリ
スで育ち、日本を訪れる前は４つの大陸のいろんな所を旅したんですが、
日本の新見のように、魅力的な文化や人びとに出会うことはありませんで
した。本当に日本人の国民性や価値観、そして献身さに感心しています。
　新見に住んで、地元の学校で教えている間に何かすばらしいものを得て、
ほんの少しでも地域に恩返しできることを願っています。
　新見に来ることができ、地域の一員になれて光栄です。もう友だちもで
きましたが、これからも多くの人と知り合うのが楽しみです！
 アダム　

　

自
然
に
育
ま
れ
静
か
な
稀
な
る
山
里
も
、

村
か
ら
町
に
、
そ
し
て
新
新
見
市
誕
生
、
市

民
の
皆
々
様
に
は
大
き
な
喜
び
と
発
展
に
期

待
さ
れ
、
色
々
新
生
面
が
発
議
さ
れ
る
事
で

し
ょ
う
。

　

私
七
十
六
歳
、
日
本
が
軍
事
大
国
に
傾
斜

し
て
い
く
頃
の
思
い
出
は
今
や
遠
く
な
り
、

一
銭
銅
貨
二
枚
を
握
り
し
め
遠
い
駄
菓
子
屋

ま
で
走
っ
た
頃
、
家
族
揃
っ
て
お
膳
に
向
か

い
正
座
し
て
の
食
事
風
姿
、
学
校
の
通
知
表

の
評
価
も
変
わ
り
、
け
れ
ど
私
は
余
り
勉
強

に
身
が
入
ら
ず
、
先
生
が
黒
板
に
カ
タ
カ
タ

と
音
を
た
て
走
り
書
き
す
る
後
ろ
姿
が
妙
に

懐
か
し
い
、
思
い
浮
か
べ
る
と
限
り
な
く
、

む
し
ろ
鮮
烈
な
印
象
さ
え
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

六
十
五
歳
で
永
年
勤
め
の
会
社
を
リ
タ
イ

ヤ
、
自
適
の
生
活
に
入
り
自
由
時
間
を
満
喫

し
て
十
一
年
目
、
先
輩
た
ち
の
活
躍
振
り
に

感
化
さ
れ
、
著
名
人
や
専
門
技
術
者
た
ち
は

八
十
過
ぎ
て
も
現
役
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
、

私
た
ち
一
般
人
だ
っ
て
、
年
の
観
念
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
今
は
十

年
若
返
っ
て
い
る
。
人
生
い
ろ
い
ろ
、
持
ち

前
の
行
動
力
で
視
野
を
広
げ
好
き
な
事
を
や

り
、
自
分
を
振
り
返
り
、
生
き
が
い
を
見
付

け
る
喜
び
、
年
に
一
度
は
帰
省
し
て
、
美
味

し
い
空
気
と
水
、
そ
れ
に
何
よ
り
嬉
し
い
こ

と
は
、
優
し
さ
と
親
し
み
で
、
幸
せ
を
感
じ

ま
す
。
古
里
へ
の
郷
愁
が
人
生
し
み
じ
み
と
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茨城県つくば市

 久  岡 　 伴 義   さん（７６歳）
ひさ おか とも よし

哲西町矢田出身
元会社役員

アダム
 ロペス

スペイ
ン出身

。外国
語指

導助手
として

本郷小
、神

代小、
矢神小

、野馳
小、

萬歳小
、新砥

小、油
野小

に勤務
。

●第８通●

★
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恒例のジャンボ巻き寿司完成
◆神郷ふるさと祭

　１０月２日、神郷の夢すき公園で、「第１９回神郷ふるさ

と祭」が開催され、市内外から約５,０００人が訪れました。

神代小学校児童による鼓笛隊パレー

ドで開幕し、親子孫水車前の特

設ステージでは、地元の神郷

太鼓による演奏や神郷中学

校生徒によるダンス、小

川知子歌謡ショーなどが

催されました。また、神

郷（し
�

んご
�

う）にちなん

だ長さ４５ｍのジャンボ巻

き寿司が作られ、訪れた人

たちに振る舞われました。

来館者を魅了
◆山下清展開催

　１０月６日から１１月６日まで、新見美術館で放浪

の天才画家として知られる「山下清展」が開催さ

れています。初日には、山下画伯の甥で、作品の

管理を務める山下浩さんによる展示作品の解説が

行われました。山下画伯の作品は、実際の風景よ

り色鮮やかで温かく、日本人が求めるどこか懐か

しい情景で、今も多くの人びとに感動を与えてい

ます。自然と風景を愛し、豊かな詩情を貼り絵、

油彩画、ペン画などに表現した山下清の世界をひ

と目見ようと、連日多くの人が訪れています。

身近な出来事や話題などみなさんからの情報をお待ちしています。

元気に育ってね
◆キジの放鳥

　１０月１７日、千屋の鳥獣保護区で、キジの放鳥が行

われました。キジの積極的な繁殖を図るために備中

県民局新見支局が行っているもので、この日は地元

の千屋幼稚園の園児らが参加し、ふ化後１２０日を経

過したキジ７２羽を自然に放しました。子どもたちは

恐る恐るキジを抱え、合図とともに空へ放しては歓

声をあげていました。今年度中に計４８０羽が市内の

鳥獣保護区や休猟区に放される予定です。
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集団生活で自主性養う
◆哲多っ子チャレンジ合宿

　１０月２日から８日までの７日間、哲多総合セン

ターで「哲多っ子チャレンジ合宿」が開催されまし

た。同じ場所に宿泊し、炊事・洗濯・掃除などを自

分たちで行いながら学校へ通い、集団生活の中で自

主性を成長させることを目的としたもので、今回は

新砥・萬歳・本郷の３小学校から児童２４人が参加し

ました。子どもたちは保護者や婦人会員らの指導を

受けながら夕食の準備などを行い、体験学習の時間

には紙すきや絵手紙づくりにチャレンジしました。

クヌギやコナラ約１,０００本を植樹
◆水源の森づくり植樹のつどい

　１０月８日、大佐大井野の市有林で「水源の森づく

り植樹のつどい」が行われました。健全な水循環を

ささえる水源の森を守り育てるため、平成１０年度か

ら行っているもので、この日は、高梁川上下流域に

位置する新見市と倉敷市から約１５０人が参加し、ク

ヌギやコナラの苗木約１,０００本を植えました。

新見の黒毛和牛が健闘
◆岡山県畜産共進会

　１０月９日、真庭市の久世総合家畜市場で、第６１回岡

山県畜産共進会が開かれ、県内各地で選抜された牛

１６９頭が出品されました。新見市からは１６頭が出場し

１３頭が優等に入賞しました。中でも有藤初江さん（哲

多町蚊家）が出品した「ありたま１３の８」が若雌区の

２で優等首席および中国四国農政局長賞を、また竹本

弘さん（哲西町畑木）の「おくひめ６の７」が若雌区

の３で優等首席を獲得する好成績を収めました。

ありたま��の�

おくひめ�の�
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科１１月３日（木）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－６２－３４００片岡医院（内）真庭市

１１月６日（日）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５０１２杉山医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２７０４吉弘クリニック（内）真庭市

１１月１３日（日）

��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３０４１石賀医院（内）真庭市

１１月２０日（日）

��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－２２３３高田医院（外）真庭市

１１月２３日（水）

��３１０５長谷川記念病院新見市

�０８４７７－２－２１８０日伝医院庄原市

�０８６７－４２－０３７１中山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２４０３宮島医院（内）真庭市

�０８６６－５２－４８３３さくもとクリニック（外）真庭市

１１月２７日（日）

��３１０５長谷川記念病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－０４９５岸本医院（外）真庭市

�０８６６－５２－２４０３廣江医院（内）真庭市

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年４月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水１１月１６日

●2歳6か月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年４月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１１月１日

●1歳6か月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年４月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１１月２８日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年１月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１１月８日

●離乳食教室 
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年３･４月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１１月２１日

●健康相談

＊なお、保健福祉センターでは、随時行っています。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西

９：３０～１５：００

哲西支局市民福祉課相談室金１１月４日

大佐おおさ総合センター水１１月９日

神郷神郷保健センター金１１月１８日

哲多哲多総合センター火１１月２２日

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月11月14日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳
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歳
末
た
す
け
あ
い 

書
画
等
展
示
入
札
会
と 

日
用
品
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

　

十
二
月
に
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
る
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

に
先
立
ち
、
岡
山
県
共
同
募
金
会

新
見
市
支
会
と
新
見
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
市
内
外
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
毎
年
十
一
月
に

「
歳
末
た
す
け
あ
い
書
画
等
展
示

入
札
会
」
と
「
日
用
品
バ
ザ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

み
な
さ
ん
か
ら
作
品
・
品
物
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

十
一
月
十
九
日
〜
二
十
四
日

■
募
集
す
る
作
品
な
ど

・
書
画
、
彫
刻
、
盆
栽
、
木
工
品
、

陶
芸
品
、
手
芸
品
、
手
づ
く
り

民
芸
品
な
ど

・
家
庭
で
使
わ
れ
な
い
ま
ま
し
ま

っ
て
あ
る
贈
答
品
、
食
器
、
電

気
製
品
、
家
具
類
な
ど
（
中
古

衣
類
は
除
く
）

※
新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
十

一
月
十
一
日
�
ま
で
に
、
お
持
ち

よ
り
ま
た
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
や
さ
し
い
心
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
新
見

支
所
（
�
�
７
３
０
６
）

Ｊ
Ａ
阿
新
（
営
業
所
で
の
）

窓
口
収
納
が
で
き
な
く
な

り
ま
す

　

Ｊ
Ａ
阿
新
が
、
機
構
再
編
に
よ

り
、
井
倉
支
所
・
各
出
張
所
（
新

見
・
石
蟹
・
菅
生
・
田
治
部
・
上

刑
部
・
万
才
）
を
、
十
一
月
二
十

八
日
か
ら
営
業
所
と
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
営
業
所
窓
口
で
の
公
金

（
市
税
な
ど
）の
収
納
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

最
寄
り
の
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
と
大
変
便
利
で

す
。
く
わ
し
く
は
、
各
金
融
機
関

の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

出
納
室

 
（
�
�
６
１
４
１
）

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
法
律
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
困
っ
た
と
き
の
相
談

か
ら
、
示
談
交
渉
や
裁
判
の
依
頼

ま
で
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
弁

護
士
の
手
助
け
が
幅
広
く
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
日

　

毎
週
月
曜
日

　

十
三
時
〜
十
六
時
ま
で

※
た
だ
し
、
祝
祭
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
除
く
。

■
場
所

　

新
見
市
朋
友
館
（
高
尾
二
四
八

八
�
一
三
）

■
相
談
料

　

【
四
十
分
以
内
】

　
　

五
千
二
百
五
十
円

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
３
３
�
４
３

４
３
）

※
予
約
は
九
時
〜
十
七
時
の
間
に

受
け
付
け
ま
す
。

岡
山
県
最
低
賃
金
が 

十
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
下
の
全
産
業
全
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
岡
山
県
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

●
最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

●
最
低
賃
金
に
は
、
地
域
別
最
低

賃
金
と
産
業
別
最
低
賃
金
が
あ
り

ま
す
。
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
産

業
や
職
種
に
関
わ
り
な
く
当
該
都

道
府
県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

産
業
別
最
低
賃
金
は
、
各
都
道
府

県
の
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
決
定

さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
は
「
岡
山

県
耐
火
物
製
造
業
」
な
ど
７
業
種

の
産
業
別
最
低
賃
金
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
改
正
内
容

【
時
間
額
】

　

六
百
四
十
一
円
（
改
正
前
）

　
　
　
　
　

↓

　

六
百
四
十
四
円
（
改
正
後
）

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ
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おしらせ

■
開
催
場
所

　

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
第

二
展
示
室

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
庁
指
導
課
障
害
児
教
育

推
進
室

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
５
８
７
）

瀬
戸
大
橋
・
与
島
Ｕ
タ
ー
ン
割

引
＆
オ
ー
タ
ム
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

十
月
一
日
の
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
民
営
化
を
記
念
し
て
、
普
通

車
・
軽
自
動
車
を
対
象
に
、
瀬
戸

大
橋
の
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

へ
の
往
復
通
行
料
金
が
、
十
一
月

末
ま
で
、
半
額
に
な
る
与
島
Ｕ
タ

ー
ン
割
引
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
早
島
Ｉ
Ｃ
〜
与
島
Ｐ

Ａ
往
復
料
金
（
普
通
車
）
四
千
三

百
円
が
二
千
百
五
十
円
に
、（
軽
自

動
車
）
三
千
四
百
円
が
千
七
百
円

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
与
島
で
は
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
、
与
島
橋

ウ
ォ
ー
ク
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
釣
り
大
会
、
島
の
秋
祭
り

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
瀬
戸
大
橋

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp://w
w

w
.pref.okayam

a.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
監
理
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
４

５
９
）

防
衛
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
防
衛
庁
で
は
、
平
成
十
八
年
度

自
衛
隊
生
徒
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
一
次
試
験
日

　

平
成
十
八
年
一
月
十
四
日
�

■
募
集
期
間

　

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
�

　

〜
平
成
十
八
年
一
月
十
日
�

■
応
募
資
格

　

中
卒
十
七
歳
未
満
の
男
子

■
一
次
試
験
合
格
発
表

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
三
日
�

○
ま
た
、
平
成
十
八
年
三
・
四
月

採
用
の
自
衛
官
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
十
七
年
十
二
月
二
日
�
ま

で
■
試
験
日

　

平
成
十
七
年
十
二
月
三
日
�

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
高
梁

募
集
事
務
所
（
�
０
８
６
６
�
２

２
�
２
３
１
４
・h

ttp://w
w

w
15

.ocn
.n

e.jp/~taka23

）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
２

０
１
４
）

第
十
八
回
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ 

作
品
展
を
開
催

　

県
教
育
委
員
会
お
よ
び
県
特
殊

教
育
振
興
会
で
は
、
障
害
の
あ
る

幼
児
、
児
童
、
生
徒
が
創
作
活
動

を
通
し
て
豊
か
な
情
操
を
育
み
、

相
互
の
理
解
と
親
睦
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
の
人
々
に
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第

十
八
回
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
作
品

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
の
盲
・
聾
・
養
護
学
校
や

小
・
中
学
校
特
殊
学
級
で
学
ぶ
生

徒
た
ち
が
図
画
工
作
や
美
術
、
作

業
学
習
な
ど
の
時
間
に
制
作
し
た

絵
画
、
版
画
、
染
め
物
、
陶
芸
品
、

木
工
品
な
ど
の
力
作
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
通
し
て
、

日
ご
ろ
の
表
現
活
動
や
創
作
活
動

へ
の
意
欲
や
成
果
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　

十
一
月
二
十
九
日
�
〜
十
二
月

四
日
�　

九
時
〜
十
七
時

※
初
日
十
時
開
会
、
最
終
日
十
六

時
終
了

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 942人（－２０人）
　　　男　17， 600人（－１０人）
　　　女　19， 342人（－１０人）
　出生…３１人　　転入…３８人
　死亡…３１人　　転出…５８人
　　　世帯数　12,690世帯（＋１３世帯）
　（平成１７年９月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税〈５期〉
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）〈５期〉

■納付期限／１１月３０日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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不
妊
治
療
支
援
事
業
を 

ご
存
じ
で
す
か
？

　

県
で
は
、
不
妊
症
の
た
め
子
ど

も
が
欲
し
く
て
も
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
不
妊

治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
、
治
療
費
が
高
額
で
あ
る

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
つ

い
て
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
「
不
妊
治
療
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
額

　

一
年
度
あ
た
り
十
万
円
を
限
度

※
岡
山
県
以
外
の
自
治
体
（
他
の

都
道
府
県
や
中
核
市
）
で
助
成
さ

れ
た
も
の
を
通
じ
て
通
算
二
年
間

で
す
。

■
対
象

　

戸
籍
上
の
夫
婦
で
、
次
の
条
件

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。

①
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
体

外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
の
い

ず
れ
か
の
治
療
を
受
け
た
人
。

②
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は

両
方
が
、
助
成
費
の
請
求
日
現

在
、
県
内
に
一
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
。
た
だ
し
、
夫
婦
と

も
岡
山
市
ま
た
は
倉
敷
市
に
住

所
を
有
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
所
管
と
な
り

ま
す
。

③
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得　

（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
申
請

に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）

の
合
計
額
が
六
百
五
十
万
円
未

満
の
人
。

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

  
く
わ
し
く
は
、
県
庁
健
康
対
策

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
健
康
対
策
課 

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３
２
９
）

警
察
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
を

　

県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪
を
な

く
し
て
「
安
全
で
安
心
な
生
活
」

を
確
保
す
る
た
め
に
、
警
察
本
部

と
各
警
察
署
に
警
察
安
全
相
談
窓

口
を
設
け
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
各
種
の
相
談
や

要
望
な
ど
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

  
電
話
で
の
相
談
は
、
各
警
察
署

の
代
表
電
話
の
ほ
か
、
全
国
統
一

の
警
察
安
全
相
談
専
用
電
話
と
し

て
♯
九
一
一
〇
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
警
察
本
部
に
は
次
の

相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
さ
わ
や
か
コ
ー
ル
【
総
合
相
談

電
話
】（
�
０
８
６
�
２
３
３

�
０
１
１
０
）

◎
生
活
環
境
一
一
〇
番
【
悪
質
商

おしらせ

法
、
不
法
投
棄
問
題
な
ど
】（
�

０
８
６
�
２
３
１
�
９
４
４
９
）

◎
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
い
じ
め
一
一

〇
番
【
少
年
問
題
】（
�
０
８

６
�
２
３
１
�
３
７
４
１
・
電

子
メ
ー
ルyou

n
gm

ail@
pref.

okayam
a.jp

）

◎
暴
力
団
関
係
一
一
〇
番
（
�
０

８
６
�
２
３
３
�
８
９
３
０
）

◎
暴
力
団
離
脱
相
談
電
話
（
�
０

８
６
�
２
３
３
�
８
７
０
４
）

◎
覚
せ
い
剤
一
一
〇
番
（
�
０
８

６
�
２
３
３
�
７
８
６
７
）

◎
け
ん
銃
一
一
〇
番
【
け
ん
銃
に

関
す
る
相
談
】（
�
０
８
６
�

２
３
２
�
７
９
１
０
）

◎
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
（
�
０

１
２
０
�
０
０
１
�
７
９
７
）

◎
極
左
一
一
〇
番
【
極
左
暴
力
集

団
に
関
す
る
情
報
】（
�
０
８
６

�
２
３
３
�
５
９
３
０
）

◎
言
葉
や
耳
の
不
自
由
な
人
の
た

め
の
緊
急
連
絡
用
フ
ァ
ッ
ク
ス

一
一
〇
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�

２
２
１
�
０
１
１
０
）

※
な
お
、
岡
山
県
警
察
本
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp://w
w

w
.pref.

okayam
a.jp/ken

kei/ken
kei.h

tm

に
も
、
各
種
相
談
窓
口
の
案
内

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

警
察
本
部
県
民
応
接
課

　

（
�
０
８
６
�
２
３
４
�
０
１
１
０
）

　高齢者在宅福祉サービスをまとめた冊子「高齢者いきいきガイド」を
作成しました。
　各支局市民福祉課、市民センターおよび保健福祉センター（金谷）に
配置していますので、ぜひご利用ください。

■問い合わせ先　基幹型在宅介護支援センター（��６２０９）

が できまし た
高齢者いきいきガ イド
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新
見
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
の
第
２
弾
は
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
柱
と
な
る
富
岡
鉄
斎
を
中
心
に
、
幕
末
、

明
治
、
大
正
に
活
躍
し
た
京
都
画
壇
の
作
家
を
紹
介
し
ま

す
。

　

江
戸
時
代
、
円
山
応
挙
に
よ
り
「
写
生
画
」
が
完
成
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
京
都
画
壇
の
流
れ
を
一
変
さ
せ
、
円
山

派
と
い
う
一
派
を
形
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
円
山

派
の
画
風
に
文
人
画

の
抒
情
的
な
感
覚
を

融
合
さ
せ
た
呉
春（
ご

し
ゅ
ん
）の
出
現
に
よ

り
四
条
派
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
流
れ
は
円

山
四
条
派
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。明
治
に
入
る
と
京

●第２８回新見市文化展　まなび広場にいみ（３日まで）
●第１９回哲多町文化展　哲多総合センター（３日まで）
●市政バス「やまびこ号」新見庄史跡めぐり
　近隣史跡　９：３０～１５：００ 
●ラストワンマイル事業説明会　法曽農作業準備休憩施
設、上刑部地域交流ほっとサロン　１９：００～

火１１/１

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　井倉市民センター、大井野地域交流ほっとサロン　１９：００～

水２

●第２７回新見市音楽芸能祭　まなび広場にいみ　１２：００～木３
●ひとり暮らし高齢者の集い　新見保育所　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　総合福祉センター、上市市民センター　１９：００～

金４

●備中国新見庄まつり　旧正田保育所跡地周辺（６日まで）
●きらめき子ども教室　きらめき広場・哲西　１３：００～１５：００
●青年の家イベント祭　備北青年の家　９：３０～１５：３０

土５

●第４回しんごうスポーツDay　神郷温泉グラウンド　１０：００～日６
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　唐松市民センター、田治部中央会館　１９：００～ 

月７

●ラストワンマイル事業説明会
　上市市民センター、布瀬地域交流ほっとサロン　１９：００～火８

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　石蟹ふれあいセンター、おおさ総合センター　１９：００～

水９

●交通事故相談　山村開発センター　１０：３０～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　下熊谷地区コミュニティハウス　１９：００～ 

木１０

●ラストワンマイル事業説明会
　高尾ふれあいセンター、金ボタル交流館　１９：００～ 金１１

●哲西町文化協会文化祭　きらめき広場・哲西（１３日まで）土１２
●介護者の集い　総社市特別養護老人ホーム研修（１４日まで）
●結婚相談会　総合福祉センター　１０：００～１７：００
●新見の観光と物産展　倉敷チボリ公園　１０：００～１７：００
●ラストワンマイル事業説明会
　総合福祉センター　１５：００～と１９：００～

日１３

●ラストワンマイル事業説明会
　総合福祉センター、夢ひろば萬歳　１９：００～月１４

●ラストワンマイル事業説明会
　駅前交流センター、大田ふれあいセンター　１９：００～火１５

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●合同相談　上市市民センター　１０：００～１５：００
●法律相談（要予約）　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会
　西方ふれあいセンター、哲多総合センター　１９：００～

水１６

●ラストワンマイル事業説明会
　正田ふれあいセンター、若者センター　１９：００～ 木１７

●高齢者を介護している人のつどい
　まなび広場にいみ　１０：００～１６：００
●ラストワンマイル事業説明会
　総合福祉センター、郷土文化館　１９：００～

金１８

●きらめき子ども教室　きらめき広場・哲西　１３：００～１５：００
●歳末たすけあい書画展示入札販売会
　総合福祉センター　９：００～１７：００（２４日まで） 
●第１０回ふれあいバレーボール大会　神郷体育館　１８：３０～

土１９

●神郷芸能文化祭　神郷生涯学習センター　１２：３０～日２０
●ラストワンマイル事業説明会
　千屋市民センター、大竹集会所　１９：００～ 月２１

●ラストワンマイル事業説明会
　千屋市民センター、畑木集会所　１９：００～ 火２２

●暮らしと備中漆フォーラムinにいみ
　まなび広場にいみ　１２：３０～１５：４５ 水２３

●下水道光ファイバーフォーラム
　まなび広場にいみ　１３：３０～１７：００ 
●ラストワンマイル事業説明会　野馳小学校　１９：００～

木２４

●ラストワンマイル事業説明会
　花見公会堂、下野部集会所　１９：００～  金２５

 土２６
●新見市婦人連合協議会・新見市民運動推進協議会大会
　まなび広場にいみ　９：３０～ 
●第１３回哲多町音楽芸能祭
　哲多総合センター　１２：００～１６：００

日２７

●ラストワンマイル事業説明会
　井原郷土文化伝承館、きらめき広場・哲西　１９：００～月２８

●ラストワンマイル事業説明会
　阿新農業協同組合本所、矢神小学校　１９：００～火２９

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●ラストワンマイル事業説明会　新見商工会議所　１９：００～水３０

●ラストワンマイル事業説明会　総合福祉センター　１９：００～木１２/１
●ひとり暮らし高齢者の集い　保健福祉センター　１０：００～１５：００金２
●きらめき子ども教室　きらめき広場・哲西　１３：００～１５：００
●これからのライフスタイル講座　まなび広場にいみ　１４：００～ １６：００土３

日４
月５
火６

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　１０：００～１５：００水７

行事予定１１１ １月月・・１２１ ２ 月月

新
見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
パ
ー
ト
Ⅱ

１５

鉄
斎
と
京
都
画
壇
の
作
家
た
ち

　

同
時
開
催　

郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
Ⅱ（
現
代
編
）

■新見美術館（��７８５１）　休館日：月曜日

１１月１１日（金）～
２００６年１月２９日（日）

新
美術

見
館

書図 館
●哲西図書館
　図書館まつり
　　１１月１２日�　１３：００～
　こども映画会
　　１１月１９日�　１４：００～
　　アニメ「トムとジェリー」
　おはなし会
　　１１月２６日�　１４：００～
　■休館日　なし
　※図書館利用者のための乳幼児
一時預かりは、第１・第３火曜
日の１０：００～１２：００

●おおさ総合センター図書コーナー
　絵本の読み聞かせと映画鑑賞会
　　１１月５日�　１４：３０～
　■休館日　毎週月曜日

●やまびこ広場神郷図書コーナー
　■休館日　毎週木曜日・３０日

●新見図書館
　読書週間こどもお楽しみ会
　　１１月１２日�　１４：００～
　クリスマスこどもお楽しみ会
　　１２月１０日�　１４：００～
　こども映画会
　　１１月１２日�　１５：００～
　　　アニメ「ブンナよ木からお

りてこい」
　　１２月１０日�　１５：３０～
　　　アニメ「ものぐさ太郎・こ

ぶとりじいさん」
　郷土文学講座
　　「ご存じ！郷土出身の偉才・赤
木桁平こと池崎忠孝文筆家・
政治家としての人物像を探
る」＜講師：郷土文学研究家　森　幸影氏＞

　　第２回　１１月１日�　１３：３０～
　　第３回　１１月１１日� １３：００～ 現地研修
　■休館日　４日・７日・１４日・
２１日・２４日・２５日・２８日

　※１１月９日まで火・水・木曜日
を１８：００まで開館しています。
以降は通常の火・木曜日のみ、
１８：００までの開館となります。

都
府
画
学
校
の
誕
生
や
、
竹
内
栖
鳳
ら
の
登
場
、
さ
ら
に

文
展
の
開
設
や
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
新
設
な
ど

に
よ
り
、
日
本
画
の
近
代
化
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
正
時
代
は
、
個
性
を
尊
重
す
る
時
代
と
な
り
、
新
し
い

日
本
画
の
創
造
を
目
指
し
た
絵
画
革
新
運
動
が
起
こ
り
、

大
正
の
日
本
画
壇
に
新
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
京
都
画
壇
を
よ
そ
に
、
終
始
画
壇
の
外
に
あ

り
な
が
ら
、
独
自
の
活
動
を
続
け
た
の
が
富
岡
鉄
斎
で
す
。

鉄
斎
は
終
生
学
者
と
し
て
の
立
場
を
貫
き
、
独
自
の
画
風

を
展
開
、
そ
の
自
由
で
豪
放
な
芸
術
は
、
近
代
の
京
都
画

壇
の
作
家
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
鉄
斎
と
京
都
画
壇
の
作
家
た
ち
の
作
品
約

三
十
点
に
よ
り
、
京
都
画
壇
の
流
れ
を
た
ど
り
ま
す
。
ま

た
、
新
市
施
行
記
念
と
し
て
、
新
見
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
第
二
弾
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

長澤蘆雪《童子火吹図》

●観覧料　一般…４００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料



この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。

★１２月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、１１月１５日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね 
！
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平成１７年１１月１日　No.8

●新見美術館で今月６日まで開催されて

いる山下清展に行ってきました。小学生

の時に見たテレビドラマの印象が強く、画

伯が放浪の旅先で作品作りをしていたも

のと思っていましたが、実際には、養護施

設に戻ってきて、旅の思い出を綴ったノー

トを基に貼り絵制作に取り組んだそうで

す。本物の山下画伯の作品を目の当たり

にして、その人間味あふれる温かい作品に

あらためて感動しました。

　１０月２３日から２６日まで、憩いとふれあいの

公園で、第６０回国民体育大会秋季大会ソフトボ

ール競技成年女子が開催されました。全国１６都

道府県から国内トップレベルの２７２選手が参加

し、４日間に渡って熱戦を繰り広げました。ま

た、２３日には、デモスポ行事として、岡山県健

康の森ふれあい広場でグラウンドゴルフ競技

が、哲西体育館ではビリヤード競技が行われ、

この夢の祭典は無事終演を迎えました。

●●おかやま国体秋季大会ソフトボール競技おかやま国体秋季大会ソフトボール競技
成年女子　成年女子

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう

おた
んじょ
うび

おめ
でとう

おめ
でとう  稲  田 　澪   ちゃん

いな だ みお

（上熊谷／１１・３生）
 徳  山   結 希   ちゃん

とく やま ゆう き

（大佐上刑部／１１・３生）

 金  盛   浩 幸   ちゃん

かな もり ひろ ゆき

（哲多町成松／１１・２３生）

 森  岡   柚 季   ちゃん

もり おか ゆ き

（新見／１１・２０生）
 伊  東   美 乃   ちゃん

いと う よし の

（菅生／１１・２０生）
 小  川   侑 己   ちゃん

お がわ ゆう な

（哲多町荻尾／１１・１７生）
 住  川   晴  弥 人   ちゃん

すみ かわ は や と

（哲西町畑木／１１・１３生）

 清  水   大 夢   ちゃん

し みず ひろ む

（哲多町荻尾／１１・３０生）
 落  合 　憂   ちゃん

おち あい ゆう

（上市／１１・２６生）
 土  井   愛 斗   ちゃん

ど い あい と

（哲西町畑木／１１・２４生）
 妹  尾   遥 愛   ちゃん

せの お はる あ

（下熊谷／１１・２４生）

 横  内   優 菜   ちゃん

よこ うち ゆう な

（西方／１１・７生）
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